
蕃
客
接
遇
と
行
事
所

加

藤

順

一

一

近
年
、
日
本
古
代
の
対
外
交
渉
・
外
交
史
研
究
の
領
域
で
は
、

シ
ス
テ
ム

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム

へ
の

志
向
性
を
有
す
る
諸
研
究
を
整
理
し
て

外
交
制
度
史

の
視
座
を
打
ち
出
し
た
近
著
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
一
、

外

交
の
ハ
ー
ド

を
扱
う
も
の
│
│
外
交
機
関
（
官
司
・
施
設
）
と
外
交
官
吏
、
二
、

外
交
の
ソ
フ
ト

を
扱
う
も
の
│
│
執
行
面

（
儀
礼
・
文
書
・
貿
易
）
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
（
礼
制
・
世
界
観
）
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
本
稿
は
そ
の
驥
尾
に
付
し

て
、
十
世
紀
初
め
の
外
交
関
係
史
料
に
片
鱗
を
覗
か
せ
る
一
組
織
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二

扶
桑
略
記

延
喜
十
九
年
十
一
月
十
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
大
納
言
藤
原
道
明
は
渤
海
使
の
来
着
を
伝
え
る
若
狭
守
尹
衡
の
報
告
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を
奏
上
し
た
。
右
大
臣
藤
原
忠
平
の
日
記
の
抄
録
で
あ
る

貞
信
公
記
抄

の
同
日
条
に
は
、
こ
の
報
せ
が
内
裏
か
ら
の
使
者
で
あ

る
蔵
人
頭
藤
原
兼
輔
に
よ
っ
て
忠
平
の
許
に
齎
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

貞
信
公
記
抄

十
一
月
二
十
四
日
条
は
、

左
中
弁
藤
原
邦
基
が
内
裏
の
使
者
と
し
て
忠
平
宅
を
訪
れ
、
明
日
参
内
す
べ
き
旨
の
醍
醐
天
皇
の
仰
せ
を
伝
え
た
こ
と
を
記
し
、
翌

二
十
五
日
条
に
は
、

定
蕃
客
行
事

と
あ
る
。

蕃
客
ノ
行
事
ヲ
定
ム

に
つ
い
て

扶
桑
略
記

の
同
じ
日
の
記
事
に
徴
す
る
と
、
そ
こ
に
は

右
大
臣
奏

渤
海
客
事
所
定
行
事
、
可

遷

若
狭

安

置
越
前
、
及
可

令

入

京
事
、
以

左
中
弁
邦
基
朝
臣

為

行
事
弁
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
忠
平
が
、

渤
海
客
ノ
事
ヲ
定
ム
ル
所
ノ
行
事

と
、
渤
海
使
一
行
を
若
狭
か
ら
越
前
に
移
送
し
て
安
置
し
た

上
で
入
京
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
奏
上
し
、
左
中
弁
藤
原
邦
基
が

行
事
ノ
弁

に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
見
え
る

渤
海
客
ノ
事
ヲ
定
ム
ル
所
ノ
行
事

は
、

来
日
し
た
渤
海
使
を
賓
客
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
の
た
め
に
（
予
め
）
定

め
ら
れ
て
い
る
行
事

の
意
味
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

貞
信
公
記
抄

に
お
け
る

行
事

の
用
例
を
見
る
と
、

陣
ニ

出
デ
大
嘗
会
ノ
国
郡
・
検
校
・
行
事
ヲ
定
ム

、

仁
王
会
ノ
事
、
来
ル
十
日
ニ
行
事
ヲ
定
ム
可
シ

、

是
レ
行
事
ノ
中
納
言
ニ
奏
セ

シ
ム
ル
所
ノ
事
ナ
リ

、

大
嘗
会
ノ
国
・
行
事
ノ
公
卿
等
ヲ
定
メ
行
フ

と
あ
り
、
儀
式
・
行
事
の
運
営
担
当
者
の
意
味
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
忠
平
が
記
し
た

蕃
客
ノ
行
事
ヲ
定
ム

な
る
語
の
意
味
は
、
渤
海
使
接
遇
の

行
事
ノ
弁

が

任
命
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

来
日
し
た
渤
海
使
を
賓
客
と
し
て
取
り
扱
う
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
地
に
存
問
使
を
派
遣
し
て
使
節
の
資
格
審
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
待
っ
て
決
定
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
の
使
節
に
対
す
る
存
問
使
の
任
命
は
こ
れ
よ
り
後
の
十

二
月
五
日
で
、
同
じ
日
に

渤
海
客
ノ
宴
饗
ノ
日
ノ
権
ノ
酒
部
ノ
数
四
十
人

が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
渤
海
使
へ
の
存

問
が
行
わ
れ
る
四
月
二
十
日

）
を
待
た
ず
に
、
内
教
坊
で

渤
海
客
ノ
宴
ノ
日
ノ
舞
人

が
選
定
さ
れ
た
り

）
、
入
京
し
た
渤
海
使
を
接
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遇
す
る
掌
客
使
の
任
命
が
行
わ
れ
た
り
し
て
お
り

）
、
今
回
は
存
問
使
に
よ
る
資
格
審
査
を
前
提
と
せ
ず
に
賓
客
と
し
て
の
受
け
入
れ

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
回
の
渤
海
使
来
日
が
十
一
年
前
の
延
喜
八
年
で
あ
っ
て
、
一
紀
（
=
十
二
年
）
一
貢
の
原
則

）
に

合
致
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

）
。

続
い
て
、

扶
桑
略
記

延
喜
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
条
に
も

行
事

の
語
が
見
え
る
（
傍
点
筆
者
）。

右
大
臣
令

邦
基
朝
臣
奏

若
狭
国
申
遷

送
越
前
国
松
原
客
館

客
徒
一
百
五
人
并
隨
身
雑
物
等
解
文
、
客
状
中
云
、
遷

送
松
原
客
館
、
而

閉

封
門
戸

行
事
官
人
等
無

人
、
況
敷
設
薪
炭
更
無

儲
備

者
、
仰
宜

令

切
責

越
前
国
、
急
令

安
置
供
給

者
、
仍
即
令

仰

大
臣
、

以

越
前
掾
維
明
、
便
可

為

蕃
客
行
事
国
司

由
、
以

大
臣
書
状

可

仰

彼
国
守
延
年

也
、
勘

前
例
、
無

以

官
符
宣
旨

仰

此
事

例
、
仍
今
令

大
臣
告
仰

之
、

こ
の
記
事
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
若
狭
国
か
ら
越
前
国
松
原
客
館
に
移
送
さ
れ
た
渤
海
使
の
上
申
に
よ
れ
ば
、
松
原
客
館

は
門
戸
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
て

行
事
官
人

な
ど
の
人
は
な
く
、
備
品
・
燃
料
に
も
事
欠
く
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
天
皇
は
越

前
国
を
譴
責
し
て
使
節
の
安
置
供
給
に
努
め
る
よ
う
命
じ
る
と
共
に
、
忠
平
か
ら
越
前
守
延
年
宛
に
、
掾
・
維
明
を

蕃
客
行
事
国

司

に
充
て
る
旨
の
書
状
に
よ
る
指
示
を
出
さ
せ
た
。
こ
こ
に
見
え
る
、

行
事
官
人

や

蕃
客
行
事
国
司

は
、
そ
れ
ぞ
れ

（
客
館
の
）
管
理
を
担
当
す
る
官
人
│
事
ヲ
行
フ
官
人

蕃
客
の
接
遇
を
担
当
す
る
国
司
│
蕃
客
ノ
事
ヲ
行
フ
国
司

の
意
味
で

あ
ろ
う
。

む
し
ろ
こ
の
記
事
で
注
目
し
た
い
の
は
、
越
前
に
移
送
さ
れ
た
渤
海
使
が
現
状
を
訴
え
た

解
文

を
、
忠
平
が

邦
基
朝
臣

（
=
左
中
弁
藤
原
邦
基
）

に
奏
上
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
邦
基
は
十
一
月
二
十
五
日
に

渤
海
客
ノ
事

の

行
事
ノ
弁

に

任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
職
務
に
基
づ
く
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、

扶
桑
略
記

延
喜
二
十
年
五
月
七
日
条
に
は

行
事
所

が
登
場
す
る
（
傍
点
筆
者
）。
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明
経
学
生
刑
部
高
名
参
内
、
令

問

漢
語
者
事

高
名
奏
上
云
々
、
行
事
所
召

得

漢
語

者
大
蔵
三
常
、
即
召

之
於
蔵
人
所
、
令

高
名

申

云
、
其
語
能
否
、
奏
云
、
三
常
唐
語
尤
可

広
博

云
々
、
勅
従

公
卿
定
申
、
以

三
常

令

為

通
事
、

醍
醐
天
皇
御
記

を
原
典
と
す
る
こ
の
記
事
は
、
渤
海
使
の
入
京
を
翌
日

）
に
控
え
て
行
わ
れ
た
通
事
の
人
選
の
事
情
を
伝
え
る

興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
三
つ
の
段
階
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
大
学
明
経
科
の
学
生
刑
部
高
名
が
天
皇
に
召
さ
れ
て
参
内
し
、
漢
語
に
堪
能
な
者
に
つ
い
て
下
問
を
受
け
た
（
そ
れ
に
対
す

る
高
名
の
奉
答
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
）。

二
、
そ
の
後
、
行
事
所
が
漢
語
に
通
じ
た
大
蔵
三
常
を
呼
び
出
す
と
、
天
皇
は
三
常
を
蔵
人
所
に
召
し
、
そ
の
語
学
力
を
刑
部
高

名
に
尋
ね
た
。
高
名
は
、
三
常
の
唐
語
に
対
す
る
知
見
が
最
も
広
博
で
あ
る
こ
と
を
答
え
た
。

三
、
高
名
の
奉
答
を
受
け
た
天
皇
は
、
公
卿
の
定
め
申
す
と
こ
ろ
に
よ
り
、
大
蔵
三
常
を
通
事
に
任
じ
た
。

ま
ず
天
皇
に
対
す
る
刑
部
高
名
の
情
報
提
供
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
人
選
上
の
資
格
・
条
件
が
話
に
上
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
、

高
名
の
奉
答
を
受
け
て

漢
語
ヲ
得
ル
者

と
し
て
大
蔵
三
常
が
候
補
者
と
し
て
召
喚
さ
れ
た
。
そ
こ
に
介
在
し
た
の
が

行
事

所

で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
天
皇
は
高
名
に
候
補
者
に
対
す
る
評
価
を
問
う
。
三
常
に
対
す
る
高
い
評
価
を
聞
い
た
天
皇
は
、

公
卿
の
定
め
申
す
所
を
容
れ
て
、
彼
を
通
事
に
任
命
し
た
。

貞
信
公
記
抄

延
喜
二
十
年
五
月
七
日
条
で
は
、

賜
通
事
召
名

と

記
し
て
い
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る

行
事
所

は
、
存
問
使
・
領
客
使
・
掌
客
使
と
並
ぶ
蕃
客
接
遇
官
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
通
事

）
の
人
事
手
続
き

に
関
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

蕃
客
ノ
事
ヲ
行
フ

業
務
を
処
理
す
る
組
織
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
年
の
十
一
月
二

十
五
日
に

渤
海
客
ノ
事
ヲ
定
ム
ル
所
ノ
行
事

が
決
せ
ら
れ
た
際
に
発
足
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
日
に

行

事
ノ
弁

に
任
じ
ら
れ
た
左
中
弁
邦
基
は
、
こ
の

行
事
所

に
拠
っ
て
職
務
を
遂
行
し
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
如
く
、
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若
狭
国
か
ら
越
前
国
に
移
送
さ
れ
た
渤
海
使
が
松
原
客
館
の
不
整
備
状
況
を
訴
え
る
解
文
を
上
申
し
た
と
き
、
こ
れ
を
奏
上
し
た
の

は
邦
基
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
行
事
弁
の
職
務
行
為
の
一
環
で
あ
る
と
同
時
に
、
行
事
所
が
蕃
客
接
遇
に
関
す
る
文
書
を
取
り
扱
っ
て

い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

三

蕃
客
接
遇
を
所
管
す
る
組
織
と
し
て
の
行
事
所
の
存
在
を
明
記
す
る
記
事
は
、
前
章
で
紹
介
し
た
も
の
を
除
け
ば
、
歴
代
の
渤
海

使
接
遇
の
基
本
史
料
で
あ
る
六
国
史
お
よ
び

日
本
紀
略

に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し

延
喜
式

の
大
舎
人
寮
式
お

よ
び
雑
式
に
は
、
次
に
掲
げ
る
条
文
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

凡
蕃
客
入

朝
者
、
待

省
処
分
、
賜

饗
之
日
、
点

舎
人
十
人

擬

酒
部
、
各
著

黄
袍
、
請

行

事
所
、
拝
朝
之
日
、
陣

列
威
儀
、
一
同

元
日
、

（
大
舎
人
寮
式
、
蕃
客
条
）

凡
出

納
蕃
客
儲
料
雑
物
、
遣

行
事
史

検
行
、（
雑
式
、
出
納
蕃
客
儲
料
条
）

大
舎
人
寮
式
、
蕃
客
条
に
よ
れ
ば
、
蕃
客
饗
宴
の
際
に
は
舎
人
か
ら
十
人
を
選
ん
で
給
酒
係
の
酒
部
に
充
て
、
各
人
に
は
黄
色
の

袍
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
係
に
威
儀
を
与
え
る
た
め
の
措
置
に
解
さ
れ
る
が
、
着
用
す
る
袍
は

行
事
所
ニ

請
ヘ

と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
事
所
が
蕃
客
接
遇
用
の
衣
服
の
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
雑
式
、
出
納
蕃
客
儲
料
条
に
よ
れ
ば
、
蕃
客
接
遇
に
関
す
る

儲
料
雑
物

の
出
納
は

行
事
ノ
史

を
遣
わ
し
て
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

行
事
ノ
史

と
は
、
蕃
客
接
遇
の
際
に

行
事
ノ
弁

の
下
で
行
事
所
の
業
務
処
理
に
当
た
っ
た
太
政
官

の
史
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
条
文
の
内
容
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
大
蔵
省
式
の
蕃
客
資
具
条
で
、
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凡
蕃
客
資
具
雑
物
者
、
納

省
庫

待

客
徒
入
朝
之
時

出
用
、

と
あ
る
。
要
す
る
に
、
蕃
客
の
接
遇
に
必
要
な
物
資
は
普
段
は
大
蔵
省
が
保
管
し
て
い
る
が
、
い
ざ
彼
ら
を
賓
礼
に
与
ら
し
め
る
と

き
に
は
、
関
係
部
局
・
係
員
へ
の
配
分
は
行
事
所
が
主
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

前
章
で
は
、

扶
桑
略
記

の
記
事
の
検
討
か
ら
蕃
客
接
遇
の
行
事
所
の
業
務
と
し
て
文
書
の
取
扱
い
と
人
事
手
続
き
事
務
の
取

扱
い
を
推
定
し
た
。
こ
こ
で
は
、

延
喜
式

の
規
定
に
よ
っ
て
、
関
連
物
資
の
出
納
配
分
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

四

行
事
所

と
い
う
名
称
の
初
見
は
、

類
聚
国
史

巻
八
、
弘
仁
十
四
年
十
一
月
癸
亥
（
十
三
日
）
条
に
見
え
る
次
の
文
章
で
あ

る
（
傍
点
筆
者
）。

右
大
臣
正
二
位
藤
原
朝
臣
冬
嗣
、
大
納
言
従
二
位
藤
原
朝
臣
緒
嗣
等
於

清
涼
殿

口
奏
言
、
聖
主
相
続
、
大
嘗
頻
御
、
天
下
騒
動
、
人
民

多

弊
、
然
神
態
不

得

已
、
須

此
度
大
嘗
会
停

餝
省

弊
者
、
天
皇
勅
答
、
元
不

好

餝
、
唯
事

神
態

耳
者
、
即
大
臣
奏
云
、
請
令

大
納
言
緒
嗣
検

校
其
事

者
、
勅
、
依

請
、
於

是
緒
嗣
請

中
納
言
良
岑
朝
臣
安
世
、
参
議
伴
宿
禰
国
道

為

検
校
、
便
以

治
部
省
庁

為

行
事
所
、

す
な
わ
ち
、
淳
和
天
皇
の
大
嘗
会
の
実
施
に
先
立
ち
、
大
納
言
藤
原
緒
嗣
・
中
納
言
良
岑
安
世
・
参
議
伴
国
道
が
検
校
と
な
り
、

治
部
省
の
庁
舎
に
行
事
所
を
設
置
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

日
本
文
徳
天
皇
実
録

仁
寿
元
年
四
月
甲
子
（
二
十
二

日
）
条
に

大
嘗
会
ノ
行
事
司
ヲ
定
ム

と
見
え
、

日
本
三
代
実
録

貞
観
二
年
四
月
廿
九
日
条
に
は
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
仁
王
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会
の

行
事
司

が
二
月
十
六
日
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
頃
ま
で
は

行
事
所

行
事
司

と
名
称
は
一
定

し
て
い
な
い
。

し
か
し
、

日
本
三
代
実
録

元
慶
元
年
四
月
廿
六
日
条
の

大
嘗
会
検
校
并
悠
紀
主
基
行
事

の
任
命
記
事
に
続
き
、
五
月
二

日
条
に

悠
紀
主
基
行
事
所
ノ
印
各
一
面
ヲ
賜
フ

、
七
月
廿
七
日
条
に
、

大
嘗
会
行
事
所
奏
、
五
畿
七
道
諸
国
運

輸
会
粮
雑
物
、
差

課
徭
丁
、
負
担
就

路
、
遠
近
多
疲
、
請
給

程
粮
、
無

失

期
会
、
詔
以

正

税

給

之
、
後
年
挙
塡

と
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
史
料
に
は

行
事
所

と
し
て
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
行
事
所
は
、
十
世
紀
前
半
ま
で
に
大
嘗
会
の
ほ
か
仁

王
会
、
賀
茂
斎
院

）
、
内
裏
造
宮

）
の
場
合
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
臨
時
の
儀
式
・
行
事
の
運
営
部
局
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
後
、
十
世
紀
後
半
に
入
っ
て
各
儀
式
の
運
営
経
費
を
行
事
所
か
ら
受
領
に
一
方
的
に
賦
課
す
る

行
事
所
召
物

が
成

立
し
た
こ
と
に
よ
り
行
事
所
の
機
能
は
強
化
さ
れ

）
、
臨
時
・
恒
常
を
問
わ
な
い
朝
廷
諸
行
事
執
行
の
重
要
な
柱
と
な
る

）
。
院
政
期
に

は
、
太
政
官
に
お
け
る
政
務
処
理
機
能
を
分
別
し
、
個
々
の
行
事
所
に
請
け
負
わ
せ
る
体
制
が
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た

）
。

行
事
所

な
る
名
称
の
組
織
の
沿
革
を
簡
単
に
辿
れ
ば
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
初
め
の
代
表
的
な
行

事
所
で
あ
る

大
嘗
会
行
事
所

（
悠
紀
・
主
基
）
の
官
人
構
成
と
具
体
的
職
掌
を
木
本
好
信
氏
の
専
論

）
に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
、
官
人
構
成

行
事
所
の
職
員
は

行
事

と
言
い
、
本
官
を
兼
帯
し
な
が
ら
の
勤
務
で
あ
っ
た
。

①

儀
式

第
二
に
よ
れ
ば
、
行
事
に
は
四
位
官
人
各
一
人
、
五
位
三
人
、
判
官
以
上
が
四
人
、
主
典
以
下
五
人
で
、
五
位
官
人

中
に
は
弁
官
職
の
官
人
、
判
官
以
上
の
官
人
中
に
は
史
一
人
を
用
い
る
規
定
で
あ
り
、
判
官
以
上
は
奏
聞
し
、
主
典
以
下
は
大

蕃客接遇と行事所

269



臣
に
上
申
し
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

②
行
事
官
人
の
中
心
は
行
事
弁
で
、
そ
れ
に
は
中
弁
が
任
じ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

③
行
事
官
人
が
任
命
さ
れ
る
と
、
業
務
遂
行
の
た
め
の
印
が
行
事
所
に
下
賜
さ
れ
た
。

二
、
職
掌

行
事
弁
を
は
じ
め
と
す
る
行
事
官
人
は
、
下
賜
さ
れ
た
印
を
用
い
て
、
大
嘗
会
に
必
要
な
も
の
全
て
を
造
作
、
あ
る
い
は
諸
司
諸

国
司
に
徴
課
差
発
し
た
。

①

儀
式

第
二
に
よ
れ
ば
、
紙
・
筆
・
墨
（
中
務
省
）、
韓
櫃
（
大
蔵
省
）、
硯
（
宮
内
省
）、
甕
・
估
価
帳
（
左
右
京
職
）、
大
舎

人
四
人
（
中
務
省
）、
諸
司
史
生
十
人
・
散
位
位
子
等
三
十
人
（
式
部
省
）、
抜
出
丁
四
人
（
民
部
省
）、
正
税
稲
一
万
束
・
調
庸

雑
物
（
悠
紀
国
・
主
基
国
）、

会
ヲ
行
フ
ベ
キ
料
ノ
正
税

・

会
所
ノ
雑
物

（
諸
国
）
な
ど
が
見
え
、
物
資
・
人
員
・
諸
経
費

調
達
の
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

②
同
じ
く

儀
式

第
二
に
よ
れ
ば
、
行
事
所
に
は
出
納
所
・
小
忌
所
・
細
工
所
・
女
工
所
・
楽
所
・
和
儛
所
・
大
炊
所
な
ど
繁

多
な
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
諸
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
行
事
弁
の
監
督
を
受
け
た
。

③
行
事
所
は

大
嘗
会
記
文

を
編
纂
し
て
い
た
。
そ
れ
は
悠
紀
・
主
基
の
両
行
事
所
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
た
数
種
の
記
録
で
あ

り
、
外
記
局
に
納
め
ら
れ
て
後
世
の
典
拠
と
さ
れ
た
。

一
方
、

蕃
客
行
事
所

に
つ
い
て
は
、
儀
式
書
や
六
国
史
、
古
記
録
等
の
史
料
に
恵
ま
れ
て
い
る

大
嘗
会
行
事
所

と
異
な

り
、
僅
か
な
史
料
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
構
成
と
職
掌
に
関
し
て
明
ら
か
に
し
え
た
事
柄
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

一
、
官
人
構
成

①
行
事
弁
と
行
事
史
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
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②
行
事
弁
に
は
、
中
弁
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

二
、
職
掌

①
関
係
文
書
の
取
扱
い

②
接
遇
要
員
の
人
事
手
続
き
事
務
の
取
扱
い

③
京
に
お
け
る
接
遇
儀
礼
関
連
物
資
の
管
理
出
納

と
こ
ろ
で
、

大
嘗
会
行
事
所

の
典
拠
史
料
で
あ
る

儀
式

延
喜
式

日
本
三
代
実
録

の
関
係
記
事
に
よ
れ
ば
、
行
事

所
の
職
員
は

行
事

と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、

儀
式

第
二
、
踐
祚
大
嘗
会
祭
儀
に
は
、

行
事
四
位
各
一
人
、
五
位
三
人
、
弁
在

此
中
、
（
中
略
）
諸
司
判
官
已
上
四
人
、
史
在

此
中
、

と
あ
り
（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）、

延
喜
式

巻
七
、
神
祇
七
踐
祚
大
嘗
祭
に
は
、

其
年
預
令

所
司
卜

定
悠
紀
主
基
国
郡
、（
中
略
）
又
定

検
校
行
事
、

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

検
校

と
は
大
嘗
会
の
儀
式
全
般
を
掌
る
公
卿
が
宛
て
ら
れ
る
職
で
、
先
述
し
た

類
聚
国
史

巻
八
、

弘
仁
十
四
年
十
一
月
癸
亥
（
十
三
日
）
条
に
よ
れ
ば
、
淳
和
天
皇
の
大
嘗
会
で
は
大
納
言
藤
原
緒
嗣
・
中
納
言
良
岑
安
世
・
参
議
伴

国
道
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
三
代
実
録

元
慶
元
年
四
月
二
十
六
日
条
に
見
え
る
陽
成
天
皇
の
大
嘗
会
に
関
す
る
記

事
に
は
、

是
日
、
預
定

大
嘗
会
検
校
并
悠
紀
主
基
行
事
、
以
正
三
位
行
中
納
言
兼
右
近
衛
大
将
皇
太
后
宮
大
夫
藤
原
朝
臣
良
世
、（
中
略
）
検
校

大

嘗
会
事
、
従
四
位
上
行
右
京
大
夫
兼
美
濃
守
源
朝
臣
覚
、（
中
略
）
行

悠
紀
事
、
従
四
位
上
行
右
近
衛
中
将
兼
備
中
守
源
朝
臣
直
、（
中
略
）

行

主
基
事
、
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と
あ
っ
て
、
右
の

延
喜
式

の
規
定
に
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
と
、
先
に
見
た

貞
信
公
記
抄

に
お
け
る

行
事

の
用
例
に
鑑
み
れ
ば
、

扶
桑
略
記

延
喜
十
九
年
十
一
月
二

十
五
日
条
の
関
係
記
事
は
次
の
通
り
に
解
釈
し
直
す
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

右
大
臣
奏

渤
海
客
事
所
定
行
事
、
可

遷

若
狭

安

置
越
前
、
及
可

令

入

京
事
、
以

左
中
弁
邦
基
朝
臣

為

行
事
弁
、

│
│
右
大
臣
（
藤
原
忠
平
）
が
、
渤
海
の
賓
客
の
事
に
つ
い
て
定
め
る
所
の
行
事
の
官
人
と
、
渤
海
の
賓
客
を
（
上
陸
地
の
）
若

狭
か
ら
越
前
に
移
し
て
安
置
し
、
入
京
さ
せ
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
奏
上
し
た
。
左
中
弁
（
藤
原
）
邦
基
を
行
事
の
弁
に
任
じ
た
。

す
な
わ
ち
、
来
着
し
た
渤
海
使
を
賓
礼
に
与
ら
し
め
る
判
断
を
下
す
こ
と
と
同
時
に
行
事
弁
を
は
じ
め
と
す
る

蕃
客
行
事

の

官
人
の
人
事
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

蕃
客
行
事
所

が
設
置
さ
れ
た
の
も
こ
の
と
き
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

五

蕃
客
接
遇
に
際
し
て
行
事
所
が
設
置
さ
れ
る
例
は
何
時
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
上
、
行
事
所
の
設
置
が
明
ら
か
で

あ
る
の
は
延
喜
十
九
年
の
回
に
限
ら
れ
る
が
、
当
時
、
既
に
編
纂
の
始
ま
っ
て
い
た

延
喜
式

に
行
事
所
の
存
在
を
明
示
す
る
規

定
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
が
初
例
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
。
そ
こ
で
、

延
喜
式

の
行
事
所
関
係
規
定
の
成
立
時

期
を
推
定
す
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
で
は
、
大
嘗
会
行
事
所
の
設
置
が
確
立
し
た
元
慶
年
間
以
降
が
一
つ
の
目

安
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
頃
の
大
嘗
会
行
事
所
及
び
行
事
官
人
に
関
す
る
記
事
が

三
代
実
録

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し

）
、

元
慶
六
年
十
一
月
に
来
日
し
た
渤
海
使
に
関
す
る
夥
し
い
接
遇
関
係
記
事
を
精
査
し
て
も
、
行
事
所
・
行
事
官
人
の
存
在
を
推
知
せ

法学研究 82 巻 2 号（2009 : 2）

272



し
め
る
断
片
を
得
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
る

）
。
し
た
が
っ
て
、
蕃
客
行
事
所
の
設
置
の
例
が
開
か
れ
た
時
期
を
求
め
る
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
次
回
接
遇
の
寛
平
年
間
以
降
の
こ
と
と
考
え
る
こ
と
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
大
嘗
会
以
外
の
臨
時
行
事
に

行
事
官
人

が
任
命
さ
れ
て
い
る
例
の
初
見
は
、
昌
泰
元
年
十
月
に
宇
多
上
皇
が
大
和
・
河
内
・
摂
津
に
遊
猟
し
た
と
き
、
参
議

左
大
弁
源
希
・
参
議
勘
解
由
長
官
源
昇
・
左
近
衛
権
中
将
藤
原
定
国
・
右
近
衛
権
中
将
源
善
が

行
事

を
務
め
て
い
る
も
の
で
あ

る
）。

寛
平
か
ら
延
喜
に
至
る
間
に

行
事
所

と
い
う
組
織
形
態
が
蕃
客
接
遇
の
場
に
導
入
さ
れ
た
も
の
と
、
今
は
考
え
た
い
。

な
お
、
延
喜
八
年
に
賓
礼
に
与
ら
し
め
た
渤
海
使
の
接
遇
関
係
史
料
に
は
行
事
所
・
行
事
官
人
の
存
在
を
明
記
す
る
も
の
は
見
え

な
い
が
、
留
意
す
べ
き
も
の
が
一
件
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
に
掲
げ
る

扶
桑
略
記

延
喜
八
年
五
月
十
四
日
条
の
記
事
で
、
こ
れ
は

醍
醐
天
皇
御
記

の
逸
文
で
あ
る
。

十
四
日
、
於

朝
集
堂

可

饗

蕃
客

午
一
刻
、
雷
電
風
雨
、
々
脚
如

射
、
以
先
召

参
議
長
谷
雄
朝
臣

問

事
、
因

雷
雨

不

遂

事
意

下

殿
、
道
明
朝
臣
申
、
朝
集
院
内
、
雨
水
甚
深
、
左
大
臣
令

奏
曰
、
如

聞
、
行

礼
儀

甚
无

便
、
況
装
束
食
物
難

急
調
、
若
待

整

備
、
恐
及

晩
日
、
請
今
日
事
、
明
日
将

行

儀
者
、
依

請
矣
、

こ
の
日
、
天
皇
が
朝
集
堂
に
お
け
る
蕃
客
の
饗
宴
に
臨
も
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
昼
過
ぎ
に
激
し
い
強
風
を
伴
う
雷
雨
に
見
舞

わ
れ
、
雨
脚
が
射
る
よ
う
に
吹
き
付
け
て
き
た
。
天
皇
は
ま
ず
参
議
紀
長
谷
雄
を
呼
ん
で
様
子
を
尋
ね
よ
う
と
し
た
が
、
余
り
に
雷

雨
が
強
く
て
意
思
が
通
じ
な
か
っ
た
の
で
自
ら
殿
上
か
ら
下
へ
降
り
た
と
こ
ろ
、
藤
原
道
明
が
、
朝
集
院
の
中
は
雨
水
が
非
常
に
深

く
溜
ま
っ
て
い
る
旨
を
報
告
し
て
き
た
。
そ
こ
で
左
大
臣
藤
原
時
平
が
、
現
状
で
は
予
定
通
り
に
饗
宴
を
挙
行
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
翌
日
に
延
期
し
た
い
旨
を
奏
上
し
て
き
た
の
で
、
天
皇
は
そ
れ
を
許
可
し
た
と
い
う
内
容
に
な
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
藤
原
道
明
が
当
時
左
中
弁
に
在
職
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る

）
。
蕃
客
饗
宴
と
い
う
国
家
的
な
行
事
の

場
で
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
、
い
か
に
高
官
と
は
い
え
、
偶
然
近
く
に
居
合
わ
せ
た
だ
け
の
者
に
対
し
て
天
皇
が
自
ら
近
づ
い
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て
ま
で
事
情
を
聞
こ
う
と
し
た
り
、
そ
の
行
事
に
関
し
て
特
段
の
資
格
も
な
い
者
が
会
場
の
現
状
を
報
告
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と

は
考
え
難
い
。
紀
長
谷
雄
に
せ
よ
、
藤
原
道
明
に
せ
よ
、
蕃
客
接
遇
に
関
す
る
何
ら
か
の
資
格
を
帯
び
た
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
特
に
道
明
は
、
急
な
豪
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
会
場
の
現
状
を
素
早
く
把
握
し
て
儀
式
の
挙
行
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
、
左
大
臣
時
平
に
よ
る
饗
宴
延
期
の
申
請
を
導
い
た
。
彼
が
こ
の
回
の
蕃
客
接
遇
の
行
事
弁
を
務
め
て
い
た
蓋
然
性

は
高
い
と
思
う
。

六

行
事
所
は
、
大
嘗
会
な
ど
個
々
の
国
家
的
行
事
を
遂
行
す
る
た
め
に
太
政
官
内
に
設
置
さ
れ
、
弁
・
史
を
主
軸
に
関
係
各
部
局
・

担
当
官
と
の
有
機
的
連
携
に
よ
っ
て
業
務
を
処
理
す
る
と
こ
ろ
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
類
す
る
性
格
が
認
め
ら
れ
る

）
。
蕃

客
接
遇
に
関
係
す
る
中
央
官
司
は
、

延
喜
式

に
見
え
る
規
定
に
基
づ
く
だ
け
で
も
太
政
官
を
は
じ
め
九
つ
を
数
え
る
が
、
そ
こ

に
機
能
的
な
性
格
を
有
す
る
組
織
形
態
が
導
入
さ
れ
た
事
実
は
、
巨
視
的
に
見
れ
ば
、
九
世
紀
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
外
交
制

度
の
整
備
過
程
の
最
終
局
面
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

九
世
紀
初
め
の
弘
仁
年
間
、
唐
風
文
化
の
隆
盛
の
下
で
格
式
や
儀
式
書
の
編
纂
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
弘
仁
十
一
年
に
成
立
し
た

弘
仁
格
式

の
序
文
に
は
、
蕃
客
関
係
の
儀
式
に
は
別
に

記
文

が
存
す
る
た
め
弘
仁
式
に
は
収
録
せ
ず
省
略
す
る
こ
と
に
し

た
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
弘
仁
六
年
に
、
蕃
客
接
遇
を
記
録
し
た

掌
客
文
記

に
錯
誤
な
き
よ
う
、
外
記
に
厳

密
な
検
察
と
収
置
が
命
じ
ら
れ
て
い
る

）
。
そ
し
て
、
新
た
に
蕃
客
が
来
着
す
る
と
承
前
の

記
文

を
参
照
し
て
関
係
儀
式
及
び
そ

の
担
当
者
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た

）
。
こ
れ
ら
の

記
文

は
儀
式
書
以
上
に
詳
細
で
具
体
的
な
儀
式
記
録
の
性
質
を
有
し
、
太
政

官
で
外
記
や
史
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た

）
。
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九
世
紀
前
半
は
、
外
交
制
度
に
お
い
て
は
賓
礼
の
体
系
化
が
行
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た

）
。
そ
れ
を
適
用
さ
れ
た
の
は
、
日
本
律

令
国
家
を

東
夷
の
小
帝
国

た
ら
し
め
る
観
念
構
造
を
維
持
す
べ
く
、
唯
一
の
蕃
国
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
渤
海
の
使
節
で
あ
っ
た
。

彼
ら
に
対
す
る
迎
接
体
制
は
弘
仁
十
三
年
を
境
に
再
編
さ
れ

）
、
承
和
八
年
に
新
体
制
の
成
立
を
見
た
。

延
喜
式

の
太
政
官
式
蕃

客
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
入
朝
し
た
蕃
客
を
引
率
す
る
存
問
使
・
掌
客
使
・
領
帰
郷
客
使
及
び
そ
の
随
使
と
通
事
、
宮
中
・
京
内

の
儀
式
空
間
で
蕃
客
に
接
す
る
郊
労
使
・
慰
労
使
・
労
問
使
・
賜
衣
服
使
・
宣
命
使
・
供
食
使
・
賜
勅
書
使
・
賜
太
政
官
牒
使
は
九

世
紀
後
半
に
お
け
る
新
体
制
の
陣
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
既
に

貞
観
式

の
段
階
で
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
令
制
施
行
以
来
の
迎
接
体
制
を

弘
仁
式

で
式
文
化
し
、
領
客
使
及
び
そ
の
随
使
・
掌
客
・
共
食
を
規
定
し
て
い
た

治
部
式
蕃
客
条
は
太
政
官
式
蕃
客
条
の
成
立
に
よ
っ
て
空
文
化
し
、
迎
接
諸
使
の
規
定
は
太
政
官
式
に
一
元
化
さ
れ
た

）
。

蕃
客
接
遇
の
職
制
が
太
政
官
式
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
一
元
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
組
織
的
に
は
太
政
官
本
体
の
外
交
上
の

機
能
強
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
治
部
式
蕃
客
条
に
見
ら
れ
る

旧
体
制

の
時
代
以
上
に
、

新
体
制
下
で
は
職
制
の
多
様
化
に
伴
う
業
務
の
複
雑
化
が
進
ん
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
も
容
易
に
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、

太
政
官
を
中
心
と
す
る
関
係
諸
部
局
・
担
当
者
間
の
機
能
的
な
連
携
に
よ
る
業
務
処
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
蕃
客
行
事

所
成
立
の
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）

中
野
高
行

日
本
古
代
の
外
交
制
度
史

（
岩
田
書
院
、
平
成
二
〇
年
）
序
章
。
外
交
制
度
関
係
の
研
究
史
は
本
書
に
網
羅
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
榎
本
淳
一

唐
王
朝
と
古
代
日
本

（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
〇
年
）、
森
公
章

遣
唐
使
と
古
代
日
本
の

対
外
政
策

（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
〇
年
）
で
も
法
制
・
儀
礼
に
関
す
る
論
考
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）

貞
信
公
記
抄

承
平
元
年
五
月
七
日
条
。

（
3
）

貞
信
公
記
抄

天
慶
二
年
二
月
四
日
条
。

（
4
）

貞
信
公
記
抄

天
慶
九
年
四
月
十
一
日
条
。
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（
5
）

貞
信
公
記
抄

天
慶
九
年
五
月
十
三
日
条
。

（
6
）

大
日
本
古
記
録
本
が
こ
の
語
の
傍
注
に

藤
原
邦
基

と
記
し
て
い
る
の
も
同
様
の
解
釈
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）

中
野
高
行

日
本
古
代
に
お
け
る
外
国
使
節
処
遇
の
決
定
主
体

（
中
野
前
掲
注
（
1
）
書
所
収
）。

（
8
）

扶
桑
略
記

延
喜
十
九
年
十
二
月
五
日
条
、

貞
信
公
記
抄

延
喜
十
九
年
十
二
月
五
日
条
。

（
9
）

扶
桑
略
記

延
喜
十
九
年
十
二
月
五
日
条
。

（
10
）

扶
桑
略
記

延
喜
二
十
年
四
月
二
十
日
条
。

（
11
）

扶
桑
略
記

延
喜
十
九
年
十
二
月
十
六
日
条
。

（
12
）

貞
信
公
記
抄

延
喜
二
十
年
四
月
二
日
条
。

（
13
）

天
長
元
年
に
日
本
側
が
定
め
た
渤
海
使
の
年
期
制
に
つ
い
て
は
、
森
公
章

賓
礼
の
変
遷
か
ら
見
た
日
渤
関
係
を
め
ぐ
る
一
考
察

（
佐
藤
信
編

日
本
と
渤
海
の
古
代
史

山
川
出
版
社
、
平
成
一
五
年
［
前
掲
注
（
1
）
書
所
収
］）、
同

日
渤
関
係
に
お
け
る
年
期
制

の
成
立
と
そ
の
意
義

（

ヒ
ス
ト
リ
ア

一
八
九
、
平
成
一
六
年
［
前
掲
注
（
1
）
書
所
収
］）、
浜
田
久
美
子

九
世
紀
の
日
本
と
渤
海

│
年
期
制
の
成
立
と
そ
の
影
響

（

ヒ
ス
ト
リ
ア

二
一
〇
、
平
成
二
〇
年
）。

（
14
）

来
着
の
事
情
を
陳
述
し
た
渤
海
使
の
牒
状
や
若
狭
国
解
文
も
判
断
材
料
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（

扶
桑
略
記

延
喜
十
九

年
十
一
月
二
十
一
日
条
）。

（
15
）

扶
桑
略
記

延
喜
二
十
年
五
月
八
日
条
、

貞
信
公
記
抄

延
喜
二
十
年
五
月
八
日
条
。

（
16
）

延
喜
太
政
官
式

蕃
客
条
。

（
17
）

貞
信
公
記
抄

天
慶
九
年
四
月
十
一
日
条
。

（
18
）

園
太
暦

貞
和
二
年
七
月
廿
一
日
条
所
引

造
内
裏
被
行
例

、
天
徳
四
年
九
月
二
十
八
・
十
月
七
日
条
。

（
19
）

大
津
透

平
安
時
代
収
取
制
度
の
研
究

（

律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究

岩
波
書
店
、
平
成
五
年
）。

（
20
）

玉
井
力

十
・
十
一
世
紀
の
日
本
│
摂
関
政
治

（

岩
波
講
座
日
本
通
史

第
五
巻

古
代
四

岩
波
書
店
、
平
成
七
年
、
の
ち

平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇

［
岩
波
書
店
、
平
成
一
二
年
］
に
収
録
）。

（
21
）

棚
橋
光
男

行
事
所

（

中
世
成
立
期
の
法
と
国
家

塙
書
房
、
昭
和
五
八
年
）。

（
22
）

木
本
好
信

平
安
時
代
の
大
嘗
会
行
事
所

（

神
道
史
研
究

三
三
│
二
、
昭
和
六
〇
年
、
の
ち

平
安
朝
官
人
と
記
録
の
研
究
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［
お
う
ふ
う
、
平
成
一
二
年
］
に
収
録
）。

（
23
）

元
慶
元
年
四
月
二
十
六
日
条
、
同
年
五
月
二
日
条
、
同
年
七
月
二
十
七
日
条
。

（
24
）

元
慶
六
年
十
一
月
二
十
七
日
条
、
同
月
二
十
八
日
条
、
元
慶
七
年
正
月
朔
日
条
、
同
月
二
十
六
日
条
、
同
年
二
月
二
十
一
日
条
、
同

月
二
十
五
日
条
、
同
年
三
月
八
日
条
、
同
年
四
月
二
日
条
、
同
月
二
十
一
日
条
、
同
月
二
十
八
日
条
、
同
月
二
十
九
日
条
、
同
年
五
月
朔

日
条
、
同
月
二
日
条
、
同
月
三
日
条
、
同
月
五
日
条
、
同
月
六
日
条
、
同
月
七
日
条
、
同
月
八
日
条
、
同
月
十
日
条
、
同
月
十
二
日
条
、

同
月
十
四
日
条
。
ち
な
み
に

三
代
実
録

は
、
儀
式
記
録
の
性
質
が
強
い
外
記
局
の
日
記
を
駆
使
し
て
編
纂
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

佐
伯
有
義

三
代
実
録
巻
上

解
説

（

増
補
六
国
史

巻
九
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
一
五
年
）、
山
本
信
吉

三
代
実
録
、
延
喜
格
式

の
編
纂
と
大
蔵
善
行

（

歴
史
教
育

一
四
│
六
、
昭
和
四
二
年
）、
井
上
薫

日
本
三
代
実
録

（
坂
本
太
郎
・
黒
板
昌
夫
編

国
史
大

系
書
目
解
題

上
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
六
年
）。

（
25
）

扶
桑
略
記

昌
泰
元
年
十
月
二
十
日
条
、

大
江
朝
綱
筆
紀
家
集

（

大
日
本
史
料
第
一
編
之
二

、
昌
泰
元
年
十
月
二
十
日
条
所

収
）。
源
希
・
源
昇
が
当
時
参
議
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

公
卿
補
任

寛
平
九
年
条
、
昌
泰
元
年
条
参
照
。

（
26
）

公
卿
補
任

延
喜
九
年
条
、
参
議
藤
原
道
明
の
尻
付
に
よ
れ
ば
、
延
喜
六
年
三
月
に
右
中
弁
、
同
八
年
正
月
七
日
に
従
四
位
下
に

昇
叙
し
た
後
、
同
月
十
二
日
に
左
中
弁
と
な
り
、
同
年
二
月
二
十
三
日
に
勘
解
由
長
官
を
兼
ね
て
い
る
。

（
27
）

玉
井
前
掲
注
（
20
）
論
文
。

（
28
）

類
聚
符
宣
抄

巻
六
、
文
譜
、
弘
仁
六
年
正
月
二
十
三
日
宣
旨
。

（
29
）

類
聚
符
宣
抄

巻
六
、
雑
例
、
弘
仁
九
年
四
月
五
日
宣
旨
。

（
30
）

西
本
昌
弘

儀
式
記
文
と
外
記
日
記
│

弘
仁
格
式

序
の
再
検
討

（

日
本
古
代
儀
礼
成
立
史
の
研
究

塙
書
房
、
平
成
九
年
）。

（
31
）

浜
田
久
美
子

古
代
日
本
に
お
け
る
賓
礼
の
受
容

（
佐
藤
前
掲
注
（
13
）
書
）、
賓
礼
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
西
本
昌
弘

日
本

古
代
礼
制
研
究
の
現
状
と
課
題

（
西
本
前
掲
注
（
30
）
書
）。

（
32
）

田
島
公

日
本
の
律
令
国
家
の

賓
礼

│
外
交
儀
礼
よ
り
み
た
天
皇
と
太
政
官

（

史
林

六
八
│
三
、
昭
和
六
〇
年
）。

（
33
）

浜
田
久
美
子

延
喜
式
に
見
え
る
外
国
使
節
迎
接
使
│
太
政
官
式
蕃
客
条
と
冶
部
式
蕃
客
条
の
検
討

（

延
喜
式
研
究

一
八
、
平

成
一
四
年
）。
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